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授業改善研修会
生活科

群馬県教育委員会事務局

義務教育課 教科指導係

各教科等授業改善プロジェクト

教師が「～させる」授業から、児童生徒が「～する」授業へ



本日の内容

１ 群馬県教育ビジョンと令和７年度学校教育の指針
～「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」 ～

２ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」設定
の背景

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」を
具現化するために～本日の授業を基に～



〇友達と話し合ったり試したりしながら、秋のおもちゃやルールを工夫する姿が見ら
れたか。

○家族に喜んでもらうため、もっと楽しめる遊びにするために、友達と試行錯誤しな
がら工夫した。

●振り返りで次時の見通しをもつことができた。更に、教師の関わりから児童の気付
きの高まりが表現できるとよい。

昨年度の取組（渋川市立長尾小学校）



1.群馬県教育ビジョン
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小
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高
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１.令和７年度学校教育の指針

・児童の思いや願いに寄り添い、支え、見守
り、小さな成長を認める姿勢を大切にする。

・振り返りの際に、単元の課題の課題解決状
況と次に取り組みたいことを視点として示
す。

なりたい自分を目指して、学習対象に
関わり続けている

～各教科等で身に付けたい資質・能力の育成～

授業づくりのポイント

教師が「～させる」授業から、児童生徒が「～する」授業へ

なりたい自分を目指している子どもたちの学びを支えるた
めに、環境の構成（人・物・こと）を工夫していますか。 試行

錯誤
対話
交流
・

自己
決定

生活科で特に現れてほしい子供の姿



1.本日の授業では･･･
〇みんなが一緒に楽しめる「オータムフェスティバル」に向けて、秋の自然を
生かしたり、遊びを試したりしながら、友達と協力して遊びに使うものを
作っていた。



2.「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」設定の背景

生活科における深い学びを実現する単元づくり

体験２

体験３

表現２

表現３

なりたい自分

・見る、聞く、触れる、作る、探す、
育てる、遊ぶなどの体験をする

・楽しさを味わう

気付いたことを基に考える
多様な体験活動

・言葉や絵で表す
・動作、劇化して説明する
・振り返り表現する
・自分自身への気付き

多様な方法における表現活動
表現１体験１

体験活動と表現活動の相互作用



2.「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」設定の背景

生活科における深い学びを実現する単元づくり

体験２

体験３

表現２

表現３

なりたい自分

表現１体験１

体験活動と表現活動の相互作用

事前に児童の活動を予想し
環境の構成をする

（教師が作成）

児童の気付きを高める振り返りカード

（気付いたことを基に考える多様な体験活動）

児童の遊びに使うもののイメージ図



小学校１年

３.特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

〇令和４年度小学校学習指導要領実施状
況調査の結果から

幼稚園や保育所等と連携しながらスター
トカリキュラムの作成を行うことは、前
回調査の類似質問の結果と比べて改善傾
向がみられるが、他の質問と比較して肯
定的な回答は61.6%と低い傾向にある。

１学期
児童は生活科が大好きだけど、自分たちの学んだことを
表現できているかな

子供たちはいつも生活科は楽しそうだけ
れど、授業が活動だけになっている気が
する

こども園で
どんなことをしていたのかな？

入学してから、朝学校に行くのが気が
進まないっていう子供もいるなぁ・・



３.特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

こども園に行き、幼児期の経験を知るとともに、環境の構成を学ぶ（７月）
１学期

幼小連携・接続

こども園の「夏まつり」は先生が用意してくれた、と一年生の児童は言う。
一年生の児童たちは、自分たちで考えたおまつりを創ってみんなで楽しみたいと
思っている。
そんな子供の気持ちに寄り添いたい。



３.特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

小学校・こども園教職員相互交流会

・こども園の保育をみて、
幼小の教諭同士で幼児期の終わりまでに
育ってほしい１０の姿で語り合う

（●●教育委員会の取組）

幼小連携・接続
夏休み

小学校・こども園教職員相互交流会について

幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引きの参考資料（初版）



友達と一緒に

試行錯誤しながら

好奇心をもって

思いや願いの実現を
自分なりにみんなに伝える

一人一人の思いや願いの実現や、次にやりたいことを表現する

身体を通して直接働きかける体験 教師の関わり 振り返り

無自覚だった気付きが自覚されたり、一人一人に生まれた個別の気付きが関連付
けられたりすることで、対象のみならず自分自身についての気付きが生まれる

３.特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

環境の構成の工夫

無自覚な気付きを
自覚するための問い返し

見守る・待つ

児童と共に
楽しむ



３.特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

共感（そうそう）、納得（なるほど）、驚き（うわぁ）問い返し（どうして）などを視点にして、児
童の気付きの質を高めるための働きかけをした。

的入れは、アサガオの種より、
どんぐりのほうが入りやすい
ことを発見したんだね。でも、
何でなのかな？

コースター、実がうまく
下まで落ちるためにはど
うしたらいいのかな？

魚つりは、おけが
三種類あるね。
自分たちで、何を
やりたいかを決め
て、選んでやって
いるんだね。

言葉・絵・動作で表現

一人一人の思いや願いの実現や、次にやりたいことを表現する

教師の関わり 振り返り



明和東小学校

【明和東小学校】本日の授業では・・・

本日のまとめ
〇児童の思いや願いに寄り添い環境の構成を工夫しましょう。
〇言葉・絵・動作で表す表現活動をすることで、児童の気付きの質を高めましょう。

サマーフェスティバル（７月）

材料をたくさん用いて、自由に魚をつ
くった。

環境の構成の工夫

材料を限定し、一人一人に応じた環境
の構成にする。

言葉・絵・動作で表現

本時の活動（学び）の表現の仕方は
児童一人一人によって、違ってよい

材料を限定

自分で選べる

的入れを工夫した
よ。どんぐりが一
番入りやすいよ！

イメージを
描いてみよう
かな・・・


